
JOCV-Fes 2025 PUKUの会 セミナー 

ビクトリア湖のほとり 
エンテベでの野生動物保護教育 
とっても大変で、でもとっても楽しかった 
2年間の協力隊員活動。そしてこれから・・・ 

発表者：加藤夕貴さん（派遣国：ウガンダ） 
獣医師。大学卒業後すぐJICA海外協力隊に応募し、 
2022-2環境教育隊員としてウガンダ野生動物保護センター
で２年間活動。任期を終え、昨年 11月に帰国。 
現在は日本で獣医臨床技術をブラッシュアップ中。 
 
 

  4月20日(日)  JICA市ヶ谷 6階603 
     第1部：15:00~16:00 
     第2部：16:00~16:50 
   リモート参加の方はこちらへ 
 お繋ぎください 
 
 

第1部：帰国隊員発表会 

第2部：リモート座談会 帰国後の「協力隊」 
協力隊の体験が、帰国後の歩みにどのように係
わったか？ PUKUの会会員が、アフリカと日本 
から、自身の体験を語ります。 

広大な自然植生が残るアフリカ諸国。その世界に憧れ、ずっとアフリカの
野生動物、自然に関わることを夢見てきた加藤さん。彼女が派遣されたウ
ガンダ野生動物保護教育センターは、野生生物保護教育の中心的機関であ
り、”教育”を通して環境保全に貢献する施設。 
セミナーでは、センターにおける加藤さんの日常的なお仕事の内容を中心
にお話しいただきます。 
2年間をかけてどんな活動をし、何を感じたのか。何を得たのか。 
発表の後で質疑応答の時間もあります。ぜひお気軽にご参加ください。 

https://us06web.zoom.us/j/85865020414?pw
d=NBLXtxHxo1jbTSMy2hlBJNMdiCCzDs.1 
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